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要旨 　少子・高齢化の一層の進展が見込まれる中、女性の能力活用は我が国経済社会の活力を維持するためにも重要な課題となって

いる。

　我が国の女性労働力率を年齢階級別にみると、他の先進国と異なり、いわゆるＭ字型カーブを描いている。これを高学歴女性に

ついてみると、第２の山がほとんどみられなかった。

　中長期的に労働力供給制約が見込まれる中で、潜在的能力の高い高学歴女性の能力発揮を促すことは喫緊の課題であることか

ら、他の国に比べて労働力率が低い高学歴女性に関し、労働力率の規定要因を分析し、非労働力化の原因を明らかにすることに

より、今後の施策の方向を探ることとした。
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